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薬事委員会会議録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日時：平成25年3月26日　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：　黒沢　雅広
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3月品目
薬価
残数
価格
再購入
エホチール注
58
6
696
○
レボトミン筋注（25）
56
12
728
○
ツムラ27麻黄湯（2.5）
20.3
27
547
○
4月品目
薬価
残数
価格
再購入
ノルアドリナリン注（1）
92
2
184
○
◎使用期限切れのお知らせ
再購入：○、　必要時購入：△、　削除：×、　※：包装単位変更

◎採用薬「名称変更」の予定
※メーカーによる一般名称への変更が推進されております
従来採用名
新名称
切り替え予定
ルナプロン錠

⇒
ブロムペリドール錠

随時（経過措置9/30迄）

ヘルツベース錠

⇒
プロプラノロール錠

随時（経過措置9/30迄）

ハルタムカプセル

⇒

タムスロシンカプセル

随時（経過措置9/30迄）

メニエース錠

⇒

ベタヒスチン錠

随時（経過措置9/30迄）

サワチオン錠

⇒

ニセルゴリン錠

随時（経過措置9/30迄）

アンサチュールカプセル

⇒

イコサペント酸エチルｶﾌﾟｾﾙ

随時（経過措置9/30迄）

コリネールL錠

⇒

ニフェジピンL錠

随時（経過措置9/30迄）

※上記以外にも該当品目があるかもしれませんので、確認し、後ほど表を作成し配付致します。

◎新規購入の報告

☆超速効型インスリンアナログ製剤
購入希望者：川端医師
一般名：インスリン　グルリジン
商品名：「アピドラ注ソロスター（300単位/3ｍL）」

購入理由：他院から処方されていた薬剤で継続するため

適　　応：インスリン療法が適応となる糖尿病
薬　　価：2,237/kit

購入分類：一定期間

そ の 他：一定期間使用後は、採用登録とする
◎新規購入の検討

☆非定型抗精神病薬
購入希望者：川端医師
一般名：アリピプラゾール
商品名：「エビリファイOD錠24mg」

購入理由：採用品目には24mg錠が無く、12mg錠を2錠使うよりも安価なため。

適　　応：統合失調症、双極性障害の躁症状の改善 

薬　　価：647.4/24mg　OD錠
購入分類：継続購入

そ の 他：340.7/12mg錠
◎後発品への切り替え状況の報告とお願い

「セロクエル」⇒「クエチアピン」への切り替えをしているところですが、３月２６日現在、
「セロクエル」25mg錠が約300錠残っております。入院臨時処方、外来新規処方等で消化したいと思いますので、よろしくお願いいたします。
◎後発品への切り替え予定品目

下記品目の切り替えを予定しておりますが、他の切り替え予定もありますので、しばらくお待ちください。

分類：抗ｱﾚﾙｷﾞｰ薬
商品名：アレグラ錠（60）　　　　　　　　　　商品名：フェキソフェナジン錠（60）

一般名：ﾌｪｷｿﾌｪﾅｼﾞﾝ　　　　　　　　　　　　一般名：ﾌｪｷｿﾌｪﾅｼﾞﾝ

薬価：75.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬価：52.9
分類：消化器用剤
商品名：ガスモチン錠（5）　　　　　　　　　商品名：モサプリド錠（5）

一般名：モサプリド　　　　　　　　　　　　　一般名：モサプリド

薬価：19.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬価：11.5
◎「リピディル」のお知らせ
【経過措置3/31まで】

高脂血症治療薬
　「リピディルカプセル67mg」が、3/31以降、処方することができません。
•代替は、「リピディル錠53.3mg」となります。
•剤形、薬価共に変更となります。
•4/1からは「リピディル錠53.3mg」で処方できるよう、処方箋の書き換え作業を行いますので、ご了解をよろしくお願いいたします。

◎使用上の注意と改定情報

•フェジン静注40mg（鉄剤）
　　⇒鉄過剰症、二次性ﾍﾓｸﾛﾏﾄｰｼｽに注意
•ラミクタール錠（抗てんかん、気分安定薬）
　　⇒用法・用量の遵守と重篤な皮膚障害
•アモキシシリンカプセル（250）抗菌剤
　　⇒ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰﾋﾟﾛﾘ感染胃炎に用いる時は、感染の陽性と内視鏡検査で胃炎を確認すること
•リリカカプセル（疼痛治療剤）
　　⇒末梢性神経障害性疼痛⇒神経障害性疼痛へ
　　　※末梢性と中枢性の神経障害性疼痛に使用可
以上

















































































































